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き せ つ

　　教会年間テーマ～主に愛された者から主を愛する者へ「私は主を愛する」～
きょうかいねんかん しゅ あい もの わたし

　人がその友のためにいのちを捨てるという、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ひと とも す

これよりも大きな愛はだれも持っていません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おお も

＜ヨハネの福音書15章 13節＞
ふくいんしょ しょう せつ

今から40年以上も前に、－これも愛、あれも愛、たぶん愛、きっと愛―と歌いだす、インパクトの強い歌謡曲が大ヒットしまし
いま ねんいじょう まえ うた つよ か よ うきょく だい

た。当時は、大人はもとより、幼い子どもたちまでもが、「これも愛、あれも愛♪」とその意味も分からず口ずさんでいたことを
とうじ お と な おさな こ い み わ くち

思い出します。人は、この歌謡曲に限らず「愛」をテーマとした作品に、なぜか心惹かれますよね。それでは、その「愛」とは
おも だ かぎ さくひん こころ ひ

具体的にどのようなものなのでしょうか？「愛」の定義とは？改めてそう問われると、一瞬言葉に詰まってしまいますよね。そも
ぐた いてき て い ぎ あらた と いっしゅんこ と ば つ

そも、「愛」を定義づけるなど、考えたこともない人が多いことと思います。しかし聖書は、「愛」についてはっきりとこう記し
かんが おお せいしょ しる

ています。

愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。　　　　　　　　　　　　　　　　
かんよう しんせつ じ ま ん こうまん

礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、不正を喜ばずに真理を喜びます。　　　　　　　　
れいぎ はん じ ぶ ん り え き もと いか あく ふせ い よろこ し ん り

＜コリント人への手紙第一13章４~６節＞
てがみだいいち

私たちが今までイメージしていた「愛」とは、かなり違うのではないでしょうか。何より、この「愛」を実践して生きるのは、か
わたし ちが なに じっせん い

なり難しい、いや、はっきり言って無理でしょう。思想哲学の大変発展していた古代ギリシャでは、「愛」というものがその性質
むずか い む り し そ うてつがく たいへんはってん こ だ い せいしつ

に応じて４種類に分けられると考えられていました。
おう しゅるい わ

①エロース…肉体的愛　②フィリア…友愛　③ストルゲー…親子愛　④アガペー…無償の愛
にくたいてき ゆうあい お や こ むしょう

エロースは、肉体的欲求を伴う「相手に求める愛」です。ある哲学者はこの愛を「良いもの、美しいものを永遠に『我が物』とし
よっきゅう ともな あ い て しゃ よ うつく えいえん わ もの

て持ち続けたい欲望である」とも表現しています。実は、私たち人間がイメージする「愛」のほとんどが、このエロース、すなわ
も つづ よくぼう ひょうげん じつ にんげん

ち「自己愛」なのです。しかし一方で、聖書が「愛」だと語るものはすべて「アガペー」です。これは、相手に見返りを求めず
じ こ いっぽう かた み か え

「自身の利益を犠牲にして与える愛」、まさにエロースの対極にある「愛」です。ですから、先ほどのみことば（愛の定義）を実
ぎせ い あた たいきょく さき

践するのは、到底不可能と思ったのは至極当然のことなのです。では、このアガペーの愛は、ただの理想や夢物語にすぎないので
とうてい ふ か の う し ごくとうぜん り そ う ゆめものがたり

しょうか。否、なんとこの愛を、万物の創造主なる神（イエス様）が、今から約2000年前に、私たち人間に対して示してくださっ
いな ばんぶつ そうぞうぬし やく まえ たい しめ

たのです。それがイエス様の十字架です。聖書にこう記されています。
じゅうじ か

神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちに、いのちを得させてくださいました。　　　　　　　　　　　　　　　
ご よ つか かた え

ここに、神の愛が私たちに示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

つみ そな もの み こ

ここに愛があるのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜ヨハネの手紙第一４章９~10節＞

私たちの罪を贖うために、その尊いいのちを惜しみなく死に明け渡し、３日目に死よりよみがえられたイエス様が、あなたにこう
あがな とうと お し あ わた か め

呼びかけておられます。「わたしの愛の中にとどまりなさい。」キリスト教会に掲げられている十字架は、あなたへの愛の印で
よ きょうかい かか しるし

す。イエス様の呼ぶ声に応えて、永遠に絶えることのない愛の中を生きるあなたでありますように。
こえ こた た なか い

主イエス様の祝福を、心より、お祈りいたします。
しゅくふく こころ いの

ショートメッセージ「至高の愛」
し こう
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　　☆もっとイエス様のことを知りたいという方のために、随時、聖書の学びを行っています。お気軽にご連絡ください。☆
さま し かた ず い じ せいしょ まな おこ き が る れんらく

教会HPはこちら　https://olivetree-christchurch.com
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私たちの教会の１年の１番最初の礼拝は、１月１日の朝にもたれる新年感謝特別礼拝です。今年
ねん ばんさいしょ れいはい あさ しんねんかんしゃとくべつ こ と し

は、その礼拝に、他県から帰省中の久しぶりのお友達、また、はじめましての姉妹が参加してく
たけん き せ い ちゅう ひさ ともだち し ま い さ ん か

ださいました。年の初めにまず、イエス様の前に立つ、その祝福の大きさを覚えて、感謝のス
とし はじ まえ た しゅくふく おお おぼ

タートとなりました。宗教的行事と縁遠い日常生活を送っている日本人も、元旦の初日の出や
しゅうきょうてきぎょうじ えんどお にちじょうせいかつ おく に ほ ん じん がんたん は つ ひ の で

初詣は欠かさない人がほとんどだと思います。イエス様は、私たちの永遠の光、決して沈むこと
はつもうで か ひと おも えいえん ひかり けっ しず

のない太陽です。毎年クリスマスが終わると教会はちょっと静かになるので…笑、神社じゃなく
たいよう まいとし お きょうかい しず わらい じんじゃ

て教会に行ってみるのもいいかも！と、年始が教会に足を運んでもらう新たな機会となるよう
きょうかい い ね ん し あし はこ あら き か い

に、もっとアピールしていこう！と思わされた１月でした。

１月の感謝
かんしゃ

憎しみは争いをひき起こし、 
にく あらそ お

愛はすべてのそむきの罪をおおう。 

箴言10章12節
しんげん

いっさいのことを 

愛をもって行ないなさい。 
おこ

コリント人への手紙第一16章14節

すべて主を愛する者は 

主が守られる。 
まも

詩篇145篇20節

自分の敵を愛し、 
てき

迫害する者のために祈りなさい。 
はくがい

マタイの福音書５章44節

わたしの目には、あなたは高価で尊い。 
こ う か たっと

わたしはあなたを愛している。 

イザヤ書43章４節

愛されている子どもらしく、 

神にならう者となりなさい。 

エペソ人への手紙５章１節 

ことばや口先だけで愛することをせず、 
くちさき

行いと真実をもって愛そうではありませんか。 
しんじつ

ヨハネの手紙第一３章18節

そして、これらすべての上に、 
うえ

愛を着けなさい。 
つ

愛は結びの帯として完全なものです。 
むす おび かんぜん

コロサイ人への手紙３章14節

私の愛する方は、 

私に語りかけて言われます。 
かた

「わが愛する者、美しい人よ。 

さあ、立って、出ておいで。 
た で

雅歌２章10節
が か

雪の日の日曜日に


